
五 島 沖 潜

昭和39年 10月 13日午前10時 50分 ,
私は五島列島南端の津多羅島 (董江町)南方

6.2哩沖合の深さ212“ の海底にFlj着した。
その時こ、も これまでかつて経験したことの
ない感激的な■瞬であつた。読売新

‐
聞社が 2

ケ月間にわたって行らた九丼|■周海底調査の

第 1回目の五島列島周辺調査に参IIIし,深海

作業潜水船「 よみ.'夕号Jに同集して200

“を越え
る深海の姿を見ることのできたとき

のことであ:る。

早朝 7時 15分に「 よみ,り号」は母船の

第23草成丸:(162t)に引かれそ富た港
を出港税 9時 35分に潜船地点に着いた。

すぐに曳航の白―プがはずされ,大場総指令

と3人の乗組鳥 同乗者として私と富江漁協

の福島組合長の6人 がヽチャリヵ―で「 ょみ,

り号Jに乗 り移った。艇内の動深儀は220
mを示しているふこの時の調査の目的に2つ

あつたo第 1め目的は鋒棚から大陸斜
~n‐

にか

けての海底地質の変化を観察してくることで

多り務翔にはこの奪換点付近にぁる瀬の深

海ォンゴ,生態調査でぁる。福江島‐南方では

大陸棚め外線部の深度か180mであり, こ
の外演1は急に深度を増して男女群島との間を

北上する―大海谷に落込んでいる。

こ0時 21分潜航を開始するとすぐに1船の

動揺はなくなる8観演り窓からのぞくと,マ リ
ンスノーが上へ上へと昇ってゆく糧子で潜航

-2

鎌 田 泰 彦 (長崎大学地学教室)

鬱冶めたことを問鋳的に知る長である:

100mを越ぇると外は暗黒の世界に湊彙
船内も次第に涼しくなる6沈み始めそから

29分後着底した。船底の観濃1窓‐よ多見下す

と,投光器で照しだされた海底は貞殻奎じタ
の粗い砂t小 さなツクガイや巻貞が手に取
るよぅに見える。,す度有明海の水探二Omあ

たりから採泥器で採販したサンプルを見てい

るような錯覚たとらわれる。    .I‐

大場総司令の前進命令がかかるもライドに

照しだされて次 に々あらわれる海底の穣子を

前面の観測窓にかじりついて見つめる」海底

は全く起伏のない荒漠たる宰坦な移原恭続き

時折30"位の高さの真白いイソギンチャク

が大根を立てたように,なつんぼっス′と限読

にあらわれてはす薇 視界を去るよ
'「
主み多

り号」はまるで深夜の人気の注い砂漠の中の

高速道路を高級車で走るように動揺もなく煎

進する。乗船軋 海底を走夕廻るのは真暗闇

め野二原乞 懐中電確
・
1つで歩〈あと上〈薇

てねると言らていた総司令の言葉力、全く当

を得たものであることが判った。

1 
行けども行けども只殻のなしらた砂質の海

底が続く。ふと長さ20協程のタイラギが殻

頂を底につけて立っているのに気付くιタイ

ラギ銭「有明海などで水深20島位の砂質に

好んで生息する二枚員■ 貝柱はにぎり寿司

のたねとして珍重されている。しかし こん
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な深嘩 に棲んているとい,記録は今まで恐

らく報告されていないだろつ。時折1径 301

～50"く らいの石灰質の塊が庭石を置いたヴ

ように砂地の上観 点在している。この塊の .

上を船が通るとき,底がガサッと音をたてる

の■ 多分生物起源の石灰質のものと考えた

のである。この塊の周囲は海のように浅く窪

み, この中には,はでな色彩の魚が頭をつっ

込んでいることが多い。魚は近づいても決し

て逃げ去らないでゆうたりと泳いでいる。ア

カエイ.ホ ウボウ, ミノカサ■ マダラチョ

ウザメ奪:それに日玉がよく光る鮮やかな色が

ついたイカなどがいた力t決 して同じ種類が

集まって群をなしてはいない」よく見る海中

映画の場面とはその点鰻る違ったものがある。

水深が200mを害Jちて 190m台に入っ

た頃底質は更に粗くならた感じを受銭.念々

深海サンゴの生息所に近づきそうな気配がし

た乳1母船より,海上が風が強まったので浮

上せよと水中電話で連絡を受甕 早刻海底砂

漠の40分間の旅を終えて浮上体制に入る ,

暗黒の海底より次第に青味を増してくる水の

色の変化の速度は沈降のときよりも早くおよ

そ 15分で太陽光線に輝〈海面に戻った。

ない位の斜面である。五島沖の40分間の海

底の航走て二水深 212_7n～ 1｀ 95mま で移
:動 したれ 海底銭 全く水平としか感じられ

なかった。

_般に大陸棚Ю縁で大陸斜面へと急に傾斜

の変る場所の深反は200mと されている。

しかし実際の世界的平均は約 130mであり。
日本列島近海ではおよそ 140～ 160mの

深さである。大陸棚の上rCも多くの起伏があ

って,隆起部があらたり,海谷や段丘醸

も知られているハ 大局的には競る平坦■
′ :

平均鎮斜はげ 07: を示している。大陸棚

から大陸斜面

`変
る場所銑 大陸と海洋との

境に当る重要な部分である力ヽ この陸棚鋼躊

辺部には曇 岩々盤力落 出したり,著 しく礫質

の糧い堆績物で覆われたりすることがあるも

この現象について多くの地質学者は,その原

因を第コ紀の水期における海面低下の時期の
'

海岸線附近の性質力も後氷期の現奪の海面下

に保存されていると解釈している.こ んな意

味から私が肉眼 (近視のメガネを通してでは
'

あるが)で見せきたρ陸棚外縁部の海底地質

の知識の増加か潟墨される訳であるこ

10月 lo日・の読売新聞`は取材に当った和
田記者 (大阪読売)の書いた次のような記事
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「よみ,り号Jの潜航能力は深さ300m  をのせている:｀

f    ぶll i   ■
轟l島舞ittli壌電懲:,側

あ雄 券
'F瞥

奪1騒鰯装■「2ナ多薄||
D目 で見た  ィ, タマキガイとも浅海性の員である。氷河|

こと曜 富な体験である。我々は大陸斜面が  時代海岸線が後退して津多羅島沖まで睦地に

かなりの急斜面なもつているような錯覚を起' 1見象二ふ複麟禁憲
lili[[[ilil:|11・[しがちであるハ 世鰊的平均がど 1グ ・と  れる。よみつり号静

いう値力添す・よう・にふ殆スノど傾斜が患じられ  
員の琴場下

あった 」  .:   ‐ “・ ‐
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